新ごみ処理施設整備・運営事業

非価格要素提案書
【様式第９号】

代表企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　
非価格要素提案書　記載要領
下記の記載要領に従って各非価格要素提案書様式に記載し、穂高広域施設組合（以下「組合」という。）へ提出すること。

また、必要に応じて記載内容の根拠となる資料を添付すること。
１．様式の記載方法
◆　用紙は原則、A４サイズとする。ただし、様式に指定のある場合は、この限りではない。
◆　用紙の枚数は、各様式に記載している指定枚数までとし、片面(1枚)に記載すること。（図表も記載可）
◆　書式については原則として、表題、見出し等の文字の大きさは12ポイントとし、本文は11ポイントとする。脚注等は9ポイントとし枠内の最後に記載すること。また、図表中の文字は見やすい大きさとする。なお、文字フォントについては任意とする。
(※記載枠の大きさは変更可能）
２．添付資料
◆　用紙は原則、A４サイズとする。但し、A４サイズで見づらいものについてはそれ以外の大きさでも提出を認める。
◆　書式は自由とする。ただし、資料の右上端に様式番号、名称および添付資料番号を記載すること。
（例：様式第9号－○　添付資料１）
各様式に関連性のない資料の添付は認めない。
◆　添付資料は提案内容の根拠となるものを示すものであり、評価の対象としない。
３．提出方法
◆　各様式は片面印刷とし、A４サイズのファイルに綴じて組合へ提出すること。なお、A4以外の大きさの用紙については、折りこんで入れることとする。
４．記載内容
◆　提案内容については、事業計画書等との整合を図り、具体的にかつ明確に根拠を示すこと。
５．その他留意事項

◆　構成企業が直接的に特定できるような記述は行わないこと。
非価格要素提案書様式　内容
	様　　式
	内　　容

	様式第９号－１－１
	配置計画、動線計画
（車両動線、歩行者動線、見学者動線）

	様式第９号－１－２
	意匠・外観・建築計画

	様式第９号－２－１
	施設の運転計画（操炉計画）

	様式第９号－２－２
	施設の維持管理計画

	様式第９号－２－３
	ごみ量、ごみ質変動時の対応（工夫）
※部分負荷に係る性能曲線図等

	様式第９号－２－４
	運転体制、人員配置計画の考え方

	様式第９号－３－１
	余熱利用計画及び発電計画

	様式第９号－３－２
	焼却灰排出量（t/ごみｔ）、飛灰排出量（t/ごみｔ）の低減対策

	様式第９号－４－１
	SPCのキャッシュフロー計画

	様式第９号－４－２
	SPCのリスクヘッジ方策

	様式第９号－５
	地元に対しての付加的地域貢献


①　施設全体計画　
①－１　配置計画、動線計画（車両動線、歩行者動線、見学者動線）【４枚】
	配置計画、動線計画（車両動線、歩行者動線、見学者動線）

	・搬入者や歩行者動線の安全を確保するための設計上の工夫について説明して下さい。

【作成にあたっての留意事項】

事業用地内に整備される付帯設備、駐車場、植栽、門・囲障等の位置についても、判断できる図として下さい。動線については、①ごみ搬入車両動線、②直接搬入車両動線、③副生成物等搬出車両動線、④薬品・燃料等搬入車両動線、⑤一般車両（来場者・見学者）動線などが判別できるようにして下さい。

見学者動線にあっては、各階平面図を用いて、動線が判別できるようにして下さい。




①－２　意匠・外観・建築計画【4枚】
	意匠・外観・建築計画

	・周辺施設と調和をとるための外観デザインの工夫について説明して下さい。
・施設を長期間運営するにあたっての、設備計画上の維持管理、更新性の工夫について説明して下さい。
【作成にあたっての留意事項】

施設の外観デザイン、外周部の緑化計画等が分かるパース（鳥瞰図）を１枚添付して下さい。

（パース絵の方向、角度は任意）




②　施設の安定性　
②－１　施設の運転計画（操炉計画）【ごみ処理施設5枚、不燃物処理施設3枚】
	ごみ処理施設

	・ごみ処理施設の施設規模算定根拠について説明して下さい。

・ごみの安定処理を行うための工夫について説明して下さい。

【作成にあたっての留意事項】
操炉計画には、①焼却負荷率、②炉毎の稼働計画日数、③補修整備日数、④タービン発電機の稼働日数、⑤ごみピット残量、などを記載して下さい。



	不燃物処理施設

	・不燃物処理施設の施設規模算定根拠について説明して下さい。

・ごみの安定処理を行うための工夫について説明して下さい。

【作成にあたっての留意事項】
運転計画には、①稼働計画日数、②補修整備日数、③破砕選別物の貯留場の容量、などを記載して下さい。




②－２　施設の維持管理計画 【２枚】
	施設の維持管理計画

	・施設を30年間以上使用するための事業期間中の計画の概略及び工夫について説明して下さい。



②－３　ごみ量、ごみ質変動時の対応（工夫） 【２枚】

１．ごみ量、ごみ質変動時の対応(工夫）について記入して下さい。
	ごみ質変動と定格処理能力が発揮できる範囲

	・ごみ質変動と定格処理能力が発揮できる範囲について記載して下さい。

　また、ごみ質変動への対応（工夫）について記載して下さい。


	ごみ質変動への対応（低コスト化の工夫）

	・安全かつ効率的にごみ処理及び発電を行うための低コスト化の工夫について説明して下さい。



２．ごみ量、ごみ質の変動への対応について、下記様式に従い、部分負荷特性に係る性能曲線図を添付して下さい。
　　ただし、添付する性能曲線図は指定枚数には数えません。
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②－４　運転体制、人員配置計画の考え方 【３枚】

１．運営人員の職種別に人件費単価、人員等を記入して下さい。

■ごみ処理施設
	勤務体制
	職種

（必要な法定資格等）
	人件費単価

（千円/人）
	人員数（人）
	人件費合計

（千円）

	日勤者
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小　　　　計
	
	
	

	
	
	1班

人数
	班数
	合計

（人）
	人件費合計

（千円）

	直勤務者
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	小　　　　計
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	

	合　　　　　　　　　　　　計
	
	人
	


※休暇等に対する予備人員を見込んで記入して下さい。

※記入欄が不足（勤務の交代形態が異なる場合等）する場合は追加して下さい。

■不燃物処理施設

	勤務体制
	職種

（必要な法定資格等）
	人件費単価

（千円/人）
	人員数（人）
	人件費合計

（千円）

	日勤者
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	合　　　　計
	
	
	


※休暇等に対する予備人員を見込んで記入して下さい。

※記入欄が不足する場合は追加して下さい。

２．運転体制、人員配置計画
	運転体制、人員配置計画

	・円滑な施設運営を行うための運転体制、人員配置計画の工夫について説明して下さい。



③　省エネルギー化対策　
③－１　余熱利用計画及び発電計画【4枚】
１．計画ごみ質におけるボイラ回収熱量（量、温度、圧力）及びその他の回収熱量による有効利用熱量について記入して下さい。
【2炉定格運転時】ボイラ熱回収量等
	熱回収場所
	低質ごみ
	基準ごみ
	高質ごみ
	備考

	廃熱ボイラ（2炉分）
	MJ/h

℃
MPa
	MJ/h

℃

MPa
	MJ/h

℃

MPa
	ボイラ吸収熱量（過熱器出口蒸気熱量－ボイラ給水熱量）

	その他（「炉体冷却水」等具体的に）
	MJ/h
	MJ/h
	MJ/h
	

	合計
	MJ/h
	MJ/h
	MJ/h
	A

	プロセス消費熱量
	MJ/h
	MJ/h
	MJ/h
	B（ロス分も含む）

	有効利用熱量
	MJ/h
	MJ/h
	MJ/h
	A-B

	熱回収率
	％
	％
	％
	

	熱回収率算出根拠：




※記入欄が不足する場合は追加して下さい。

【1炉定格運転時】ボイラ熱回収量等

	熱回収場所
	低質ごみ
	基準ごみ
	高質ごみ
	備考

	廃熱ボイラ（1炉分）
	MJ/h

℃

MPa
	MJ/h

℃

MPa
	MJ/h

℃

MPa
	ボイラ吸収熱量（過熱器出口蒸気熱量－ボイラ給水熱量）

	その他（「炉体冷却水」等具体的に）
	MJ/h
	MJ/h
	MJ/h
	

	合計
	MJ/h
	MJ/h
	MJ/h
	A

	プロセス消費熱量
	MJ/h
	MJ/h
	MJ/h
	B（ロス分も含む）

	有効利用熱量
	MJ/h
	MJ/h
	MJ/h
	A-B

	熱回収率
	％
	％
	％
	

	熱回収率算出根拠：




※記入欄が不足する場合は追加して下さい。
	余熱利用計画

	・外部への安定した余熱供給を行うための工夫について説明して下さい。

・有効熱量を向上させるための設計上または運営上の工夫について説明して下さい。




２．計画ごみ量・ごみ質（基準ごみ時）における発電量・売電量

　下表を記入して下さい。他の様式との整合を図って下さい。

	年間ごみ処理量
	30,588 t/年

	計算に用いるごみ質
	基準ごみ

	稼働状況
	全炉休止
	1炉運転時
	2炉運転時

	日数(日／年)

立上げ下げ時を含まない
	
	
	

	場内消費電力量(kWh/日)
	
	
	

	発電電力量(kWh/日)
	
	
	

	（差引）売電電力量

(kWh/日)
	
	
	

	合計(kWh/年)
	
	
	

	
	（総合計）


　発電効率（算出根拠も含む）について記載して下さい。

　　　　　　　　　発電出力（タービン発電機出力　kW）

発電効率（％）＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　％
　　　　　　　　　 投入エネルギー（ごみ＋外部燃料）

	発電効率算出根拠（タービン発電機出力）

	


	発電計画の内容

	・売電電力量の向上を図るための設計上または運用上の工夫について説明して下さい。



③－２　焼却灰排出量（ｔ/ごみｔ）、飛灰排出量（ｔ/ごみｔ）の低減対策 【２枚】
焼却灰排出量（ｔ/ごみｔ）、飛灰排出量（ｔ/ごみｔ）の算出根拠を記載して下さい。

ごみ処理量あたりの焼却灰及び飛灰（飛灰処理物）の発生量（算出根拠）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：（kg/ごみｔ）
	
	（低質ごみ）
	（基準ごみ）
	（高質ごみ）

	焼却灰 （乾ベース）
	
	
	

	焼却灰 （湿ベース）
	
	
	

	飛灰
	
	
	

	うち薬剤分
	
	
	

	飛灰処理物
	
	
	


	焼却灰排出量（ｔ/ごみｔ）、飛灰排出量（ｔ/ごみｔ）の低減対策

	


④　SPCの収支計画の安定性　
④－１　SPCのキャッシュフロー計画 【２枚】
事業収支計画に見込まれるSPCの手元資金の余裕度等について記載して下さい。
事業収支計画と整合を図って下さい。

１．キャッシュフロー計画

	項　　　　　目
	金　　　額
	内　　　　容　　　　等

	資本金
	
	

	資本剰余金
	
	

	開業費
	
	

	正味のキャッシュフロー
	
	


２．各種積立金など（必要に応じて）

	項　　　　　目
	金　　　額
	内　　　　容　　　　等

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※記入欄が不足する場合は追加して下さい。

④－２　SPCのリスクヘッジ方策 【２枚】
　SPCのリスクヘッジ方策について記載して下さい。
	SPCのリスクヘッジ方策

	


⑤　付加的地域貢献　
５　　　地元に対しての付加的地域貢献 【３枚】
１．発注計画

　地域企業への発注内容について記入して下さい。
	施　設　建　設　段　階

	発注内容
	発注予定額（千円）

	①
	

	②
	

	③
	

	④
	

	⑤
	

	⑥
	

	⑦
	

	
	

	
	

	合計金額（予定額）
	


※記入欄が不足する場合は追加してください。

	運　営　段　階

	発注内容
	発注予定額（千円）

	①
	

	②
	

	③
	

	④
	

	⑤
	

	⑥
	

	⑦
	

	
	

	
	

	合計金額（予定額）
	


２．付加的地域貢献（自由提案）
	地元貢献、地域還元、環境学習支援計画

	



添付資料：リスクイベントツリー記載例








